
急がれるアスベスト対策

株
式
会
社   

ア
ス
ア

　
全
国
各
地
の
公
共
施
設
で
ス
タ
ー
ト
し
た
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
対
策
工
事
は
、
今
後
、
民
間
施
設
に
も
波
及
す
る
と
見
込
ま
れ

る
。
し
か
し
、
安
全
に
対
応
で
き
る
施
工
業
者
は
依
然
少
な
く
、
施
工
時
期
が
一
年
先
に
な
る
な
ど
長
期
化
す
る
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
。

ま
た
、
高
額
な
工
事
費
用
が
か
さ
み
、
個
人
や
小
規
模
の
法
人
で
は
、
施
工
し
た
く
て
も
出
来
な
い
の
が
現
状
だ
。
建
築
物
の
解
体

に
と
も
な
う
ア
ス
ベ
ス
ト
排
出
量
の
増
加
や
、
巨
大
地
震
に
備
え
、
有
効
か
つ
安
価
な
技
術
力
の
普
及
が
今
後
必
要
と
な
る
。

飛
散
性
ア
ス
ベ
ス
ト
を
ゲ
ル
化
し
封
じ
込
め
・
除
去

に
よ
り
、
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス

ト
の
有
無
を
確
認
。
各
法
令

に
則
り
必
要
書
類
を
提
出
。

②
（
工
法
選
定
）
除
去
・
封

じ
込
め
・
囲
い
込
み
な
ど
適

正
な
処
理
工
法
を
選
定
す
る
。

③
（
養
生
・
準
備
）
ア
ス
ベ

ス
ト
除
去
面
を
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
シ
ー
ト
で
隔
離
密
閉
し
、

負
圧
除
塵
装
置
を
稼
働
す
る
。

④
（
除
去
作
業
）
粉
塵
飛
散

抑
制
剤
（
ア
ス
バ
リ
ア
A
剤
）

を
吹
付
け
、
一
時
飛
散
を
防

止
す
る
。
浸
透
後
、
専
用
エ

ア
ー
レ
ス
ス
プ
レ
ー
ガ
ン
で

ゲ
ル
化
剤
（
ア
ス
バ
リ
ア

期
の
短
縮
、
使
用
機
材
の
削

減
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
体

積
が
圧
縮
す
る
た
め
、
廃
棄

物
処
分
量
も
削
減
で
き
る
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
粉
じ
ん
濃
度

測
定
は
、
施
工
開
始
前
、
中

お
よ
び
終
了
時
に
、
専
門
測

定
機
関
が
行
う
。
作
業
員
や

近
隣
住
民
の
安
全
を
最
優
先

し
、
確
認
後
に
建
築
物
の
引

き
渡
し
を
行
っ
て
い
る
。

　
同
社
は
、
薬
剤
の
販
売
で

は
な
く
施
行
管
理
を
中
心
に
、

現
在
、
北
関
東
か
ら
九
州
ま

で
実
績
を
積
ん
で
お
り
、
全

国
に
営
業
展
開
中
で
あ
る
。

　
地
域
割
（
都
道
府
県
単
位
）

に
よ
り
、
確
実
に
信
頼
で
き

る
企
業
と
の
技
術
提
携
を
進

め
、
施
工
体
制
を
構
築
・
強

化
し
、
着
実
に
信
用
を
積
み

重
ね
て
い
く
。
さ
ら
に
、
産

官
連
携
を
進
め
、
同
工
法
の

技
術
向
上
を
目
指
す
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
有
効

な
工
法
と
し
て
、
今
後
目
が

離
せ
な
い
技
術
で
あ
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
に
係
る
中
小
企
業
者
支
援
策

　
経
済
産
業
省
中
小
企
業
庁

で
は
、
中
小
企
業
者
が
ア
ス

ベ
ス
ト
対
策
を
円
滑
に
行
う

措
置
を
昨
年
度
よ
り
講
じ
た
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
・
封
じ

込
め
等
の
飛
散
防
止
対
策
を

円
滑
に
行
え
る
よ
う
、
中
小

企
業
金
融
公
庫
、
国
民
生
活

金
融
公
庫
に
低
利
融
資
制
度

を
創
設
。
ま
た
、
ア
ス
ベ
ス

ト
対
策
に
係
る
無
担
保
等
融

資
を
円
滑
に
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
昨
年
度
予
算
で
三
十
五

億
円
の
出
資
金
を
交
付
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
無
担
保
等

融
資
に
係
る
金
利
の
上
乗
せ

が
免
除
さ
れ
る
。

《
問
い
合
わ
せ
先
・
最
寄
り

の
中
小
企
業
金
融
公
庫
、
国

民
生
活
金
融
公
庫
ま
で
》

B
剤
）
の
高
圧
吹
付
け
を
行

う
。
ゲ
ル
化
し
、
剥
離
落
下

し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
を
集
積
。

除
去
面
に
残
っ
た
ア
ス
ベ
ス

ト
を
ケ
レ
ン
等
で
除
去
す
る
。

⑤
（
石
綿
処
理
）
ア
ス
ベ
ス

ト
除
去
面
な
ら
び
養
生
シ
ー

ト
に
粉
塵
飛
散
防
止
処
理
剤

（
ア
ス
バ
リ
ア
C
）
を
吹
付

け
、
二
次
飛
散
を
防
止
。
集

積
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
を
、
専

用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
袋
に
入
れ

湿
潤
化
し
密
閉
処
理
を
行
う
。

⑥
（
養
生
撤
去
）
養
生
を
撤

去
後
、
廃
棄
物
を
搬
出
し
後

片
付
け
。
施
行
後
の
石
綿
輸

送
も
二
重
に
梱
包
し
安
全
に

　
　
　
　
処
分
す
る
。

　
　
　
　
　
二
液
式
の
ア
ス

　
　
　
　
ベ
ス
ト
除
去
用
湿

　
　
　
　
潤
剤
を
高
圧
で
吹

　
　
　
　
付
け
、
瞬
時
に
ゲ

　
　
　
　
ル
化
さ
せ
て
ア
ス

　
　
　
　
ベ
ス
ト
を
剥
が
れ

　
　
　
　
落
と
す
こ
と
が
可

　
　
　
　
能
な
た
め
、
ケ
レ

　
　
　
　
ン
等
の
手
作
業
が

　
　
　
　
軽
減
さ
れ
、
作
業

　
　
　
　
人
員
の
削
減
や
工

Ａ 液 Ｂ液 固化
処理

吹付
飛散防止

湿潤処理
吹付

ゲル化処理

落下・除去
残ったアスベスト除去 吹付 環境

測定

固化処理

飛散防止処理

■アスア工法　除去作業手順
アスバリアＡ剤による湿潤処理 アスバリアB剤によるゲル化処理　⇒　アスベスト残骸を除去 アスバリアCホワイトによる除去面固化処理⇒環境測定

アスベスト除去用湿潤剤（アスバリア）を石綿除去面に高圧で吹き付ける作業員

弊社は、事業活動を通じて環境への負荷を軽減させるための技術・
システムを確立させ、「きれいな水・空気・美しい大地」を守り、
社会に貢献することを『企業理念』とします。
システムを確立させ、「きれいな水・空気・美しい大地」を守り、
社会に貢献することを『企業理念』とします。

■ アスベスト除去　アスア工法 （特許出願中）■ アスベスト除去　アスア工法去　アスア工法 （特許出願中）

■ ダイオキシン除去

■ 土壌改良材（S-SOIL-N・無機系リサイクル材）

■ 土壌汚染対策材（S-SOIL-K）

株式会社アスア

　
環
境
関
連
事
業
を
手
掛
け

る
株
式
会
社
ア
ス
ア
（
岐
阜

県
岐
阜
市
・
住
田
社
長
）
は
、

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去

工
事
に
お
い
て
、
ア
ス
ベ
ス

ト
を
内
部
ま
で
ゲ
ル
化
さ
せ
、

飛
散
を
防
止
す
る
新
た
な
工

法
（
＝
ア
ス
ア
工
法
）
を
確

立
し
た
。

綿
繊
維
を
取
り
込
み
、
飛
散

を
防
止
す
る
技
術
で
あ
る
。

　
従
来
の
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去

作
業
は
、
水
や
薬
液
を
加
え

た
も
の
で
浸
透
・
湿
潤
化
し
、

除
去
面
を
固
め
て
か
ら
ケ
レ

ン
に
よ
る
手
作
業
で
施
工
を

行
う
た
め
、
多
く
の
作
業
員

が
必
要
と
な
る
。
附
随
し
て
、

　
本
工
法
は
、
天
井
や
壁
な

ど
の
石
綿
除
去
面
に
、
浸
透

性
の
高
い
粉
塵
飛
散
抑
制
剤

（
ア
ス
バ
リ
ア
Ａ
剤
）
を
塗

布
し
、
さ
ら
に
ゲ
ル
化
剤

（
ア
ス
バ
リ
ア
B
剤
）
を
高

圧
で
吹
付
け
る
こ
と
で
、
Ａ

剤
と
B
剤
が
瞬
時
に
反
応
を

お
こ
し
て
ゲ
ル
化
さ
せ
、
石

マ
ス
ク
や
フ
ィ
ル
タ
ー
等
も

必
要
と
な
る
た
め
、
除
去
作

業
後
は
産
業
廃
棄
物
も
人
数

分
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
時
間
の
経
過
と
と

も
に
薬
剤
が
蒸
発
し
、
剥
ぎ

取
っ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
の
処
理

を
安
全
か
つ
効
率
的
に
行
え

な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
作
業

者
の
安
全
面
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
た
。

　
同
工
法
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト

の
ゲ
ル
化
に
よ
り
、
作
業
中

の
飛
散
が
少
な
く
、
剥
離
落

下
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
残
骸
の

再
飛
散
を
最
小
限
に
抑
え
ら

れ
る
「
作
業
者
の
ば
く
露
防

止
」
を
視
野
に
入
れ
た
工
法

で
あ
る
。

　
除
去
面
積
に
も
よ
る
が
、

吹
付
け
機
械
の
担
当
作
業
者

二
名
、
集
積
作
業
者
一
名
、

計
三
名
と
い
う
少
グ
ル
ー
プ

で
、
短
期
間
か
つ
安
全
に
除

去
作
業
を
行
え
る
。

　
　
　
　
作
業
手
順
と
し
て
、

①
（
事
前
準
備
）
設
計
図
書

・
目
視
・
石
綿
含
有
分
析
等

架橋反応の作用でゲル状になったアスベスト

弊社は 事業活動を通じて環境 の負荷を軽減させるための技術

人と自然が調和する優しい環境を “創造” します。人と自然が調和する優しい環境を “創造” します。人と自然が調和する優しい環境を “創造” します。人と自然が調和する優しい環境を “創造” します。人と自然が調和する優しい環境を “創造” します。
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厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局

安
全
衛
生
部
化
学
物
質
対
策
課
長

平
野  

良
雄
氏
に
聞
く

ひ

ら

の
　  

よ

し

お

労
働
者
の
健
康
障
害
防
止
対
策
と
展
望

　
平
成
十
七
年
六
月
、
石
綿
に
よ
る
深
刻
な
健
康
被
害
が
明
る
み
に
出
た
こ
と
を
端
緒
と
し
て
、
再
浮
上

し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
。
「
石
綿
障
害
予
防
規
則
」
は
平
成
十
七
年
七
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
た
が
、
昨

今
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
工
事
等
の
急
増
を
踏
ま
え
、
石
綿
に
よ
る
労
働
者
の
健
康
障
害
の
防
止
を
徹
底
す

る
た
め
「
改
正
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
」
と
と
も
に
『
改
正
石
綿
障
害
予
防
規
則
』
が
、
平
成
十
八
年

九
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
。
そ
こ
で
同
規
則
に
お
け
る
見
解
を
、
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
安
全
衛
生

部
の
平
野
良
雄
化
学
物
質
対
策
課
長
に
伺
っ
た
。

　
　
「
石
綿
に
よ
る
労
働
者

の
健
康
障
害
防
止
対
策
」
の

概
要
に
つ
い
て

　
厚
生
労
働
省
で
は
２
つ
の

面
、
す
な
わ
ち
、
製
造
等
に

係
る
規
制
と
作
業
に
係
る
規

制
の
両
面
か
ら
石
綿
に
よ
る

健
康
障
害
の
防
止
対
策
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

　
製
造
等
に
係
る
規
制
に
つ

い
て
は
、
昨
年
九
月
一
日
よ

り
代
替
が
困
難
な
一
部
の
製

品
等
を
除
き
、
石
綿
等
の
製

造
等
が
全
面
禁
止
に
な
っ
た
。

　
一
方
、
石
綿
の
作
業
に
係

る
規
制
に
つ
い
て
は
、
石
綿

障
害
予
防
規
則
等
に
お
い
て

規
定
さ
れ
て
お
り
、
主
な
も

の
は
大
き
く
二
つ
あ
る
。

　
一
点
目
は
、
建
築
物
の
解

体
作
業
時
に
お
け
る
ば
く
露

防
止
に
係
る
措
置
で
あ
る
。

石
綿
等
の
使
用
の
有
無
の
設

計
図
書
な
ど
に
よ
る
事
前
調

査
の
実
施
、
石
綿
等
が
使
用

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
石

綿
等
の
除
去
の
た
め
の
適
切

な
作
業
計
画
を
作
成
し
、
こ

れ
に
基
づ
き
作
業
を
行
う
と

と
も
に
、
所
轄
労
働
基
準
監

督
署
へ
の
作
業
の
届
出
等
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
一
定
の
吹
付
け
石

綿
等
を
除
去
す
る
工
事
に
つ

い
て
は
、
工
事
計
画
を
所
轄

労
働
基
準
監
督
署
へ
届
け
出

る
必
要
が
あ
る
。
作
業
に
当

た
っ
て
は
、
作
業
場
所
の
隔

離
措
置
、
発
じ
ん
を
防
止
す

る
た
め
の
湿
潤
化
等
の
措
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
二
点
目
は
、
建
築
物
の
吹

付
け
石
綿
等
が
損
傷
、
劣
化

等
し
、
石
綿
粉
じ
ん
を
発
散

さ
せ
、
そ
こ
で
働
く
労
働
者

が
ば
く
露
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
の
措
置
で
あ
り
、
除

去
、
封
じ
込
め
、
囲
い
込
み

等
の
い
ず
れ
か
の
措
置
の
実

施
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

　
な
お
、
吹
付
け
石
綿
等
の

封
じ
込
め
、
囲
い
込
み
の
作

業
を
行
う
場
合
に
も
監
督
署

へ
の
作
業
の
届
出
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
作
業

は
、
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い

て
も
、
石
綿
に
よ
る
労
働
者

の
健
康
障
害
防
止
に
関
し
て

一
定
の
知
識
を
有
し
て
い
る

資
格
者
で
あ
る
石
綿
作
業
主

任
者
を
選
任
し
、
そ
の
指
揮

の
下
、
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
石
綿
障
害
予
防
規
則
」

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

　
建
築
物
等
の
解
体
等
の
作

業
に
お
け
る
石
綿
ば
く
露
防

止
対
策
の
充
実
を
図
る
た
め
、

「
特
定
化
学
物
質
等
障
害
予

防
規
則
」
か
ら
分
離
し
、
労

働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
新

た
な
単
独
の
規
則
と
し
て
、

「
石
綿
障
害
予
防
規
則
」
が

平
成
十
七
年
に
制
定
、
施
行

さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
施
行

状
況
を
踏
ま
え
対
策
の
充
実

を
図
る
た
め
、
昨
年
八
月
に

改
正
さ
れ
、
同
年
九
月
一
日

よ
り
施
行
さ
れ
た
。

　
主
な
改
正
点
は
、
①
吹
付

け
石
綿
等
の
封
じ
込
め
、
囲

い
込
み
の
作
業
に
つ
い
て
も

除
去
作
業
と
同
等
に
、
事
前

調
査
の
実
施
、
作
業
計
画
の

作
成
、
作
業
の
届
出
、
特
別

教
育
等
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

　
②
天
井
裏
等
に
お
け
る
設

備
の
点
検
の
作
業
な
ど
通
常

労
働
者
が
立
ち
入
ら
な
い
場

所
に
お
け
る
臨
時
の
作
業
に

つ
い
て
、
吹
付
け
石
綿
等
の

劣
化
等
に
よ
り
、
労
働
者
が

石
綿
粉
じ
ん
に
ば
く
露
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
呼

吸
用
保
護
具
等
の
使
用
が
義

務
づ
け
ら
れ
た
。

　
③
建
築
物
の
解
体
な
ど
石

綿
等
を
取
り
扱
う
作
業
に
使

用
し
た
器
具
、
工
具
、
足
場

等
に
つ
い
て
、
付
着
し
た
物

を
除
去
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、

作
業
場
外
に
持
ち
出
し
て
は

な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。

　
④
作
業
の
記
録
及
び
健
康

診
断
の
結
果
の
記
録
に
つ
い

て
、
記
録
し
た
時
点
か
ら
三

十
年
間
保
存
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
た
が
、
石
綿
に
よ
る

中
皮
腫
等
の
疾
患
の
潜
伏
期

間
が
長
期
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
当
該
労
働
者
が
常
時

石
綿
等
を
取
り
扱
う
作
業
に

従
事
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た

日
か
ら
四
十
年
間
保
存
す
る

も
の
と
さ
れ
た
。

　

規
制
対
象
と
な
る
「
石

綿
等
」
の
範
囲
の
拡
大
に
つ

い
て

　

昨
年
九
月
一
日
に
、
労
働

安
全
衛
生
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
が
施
行
さ

れ
、
規
制
対
象
と
な
る
「
石

綿
を
含
有
す
る
製
剤
そ
の
他

の
物
」
は
、
石
綿
を
そ
の
重

量
の
「
一
％
を
超
え
て
含
有

す
る
物
」
か
ら
「
〇
・
一
％

を
超
え
て
含
有
す
る
物
」
に

改
め
ら
れ
た
。

　

今
回
の
改
正
は
、
石
綿
に

よ
る
健
康
障
害
の
防
止
を
徹

底
す
る
た
め
、
石
綿
に
つ
い

て
の
分
析
技
術
等
を
踏
ま
え
、

規
制
対
象
と
な
る
範
囲
を
含

有
率
〇
・
一
％
超
に
改
め
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り

「
石
綿
障
害
予
防
規
則
」
に

お
け
る
「
石
綿
等
」
の
範
囲

も
、
含
有
率
〇
・
一
％
超
に

拡
大
さ
れ
た
。

　

な
お
、
吹
付
け
石
綿
等
を

含
む
建
材
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト

含
有
率
を
〇
・
一
％
ま
で
の

精
度
で
測
定
す
る
方
法
と
し

て
、
J
I
S 

A
一
四
八
一

「
建
材
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含

有
率
の
測
定
方
法
」
が
あ
る
。

　
　

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　

石
綿
に
よ
る
労
働
者
の
健

康
障
害
を
防
止
し
て
い
く
た

め
に
は
、
今
後
増
加
が
予
想

さ
れ
る
建
築
物
の
解
体
等
の

作
業
に
お
い
て
石
綿
粉
じ
ん

へ
の
ば
く
露
防
止
対
策
が
適

切
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
石
綿
障
害
予
防
規

則
等
に
基
づ
き
、
そ
の
徹
底

を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
石

綿
等
の
製
造
等
に
つ
い
て
は
、

代
替
が
困
難
な
一
部
の
製
品

等
を
除
き
全
面
禁
止
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
そ
の
遵
守
の

徹
底
を
図
る
。
例
外
的
に
製

造
等
が
猶
予
さ
れ
た
一
部
の

石
綿
製
品
に
つ
い
て
は
、
早

期
の
非
石
綿
製
品
へ
の
代
替

化
を
図
っ
て
い
く
。
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